












Circannual Rhythm in the Varied Carpet Beetle Anthrenus verbasci 
(ヒメマルカツオブシムシの概年リズム)


































化の状態をあらわした曲線を位相反応曲線という c 本論文は、概年リズムにおいて位相反応曲線を得た 2
番目の報告である。さらに、自然条件下では、秋にH長が短縮することに反応して概年リズムの位相が変
化し、その結果ヒメマルカツオブシムシは毎年春に一斉に踊化することを明らかにした。そして、このよ
うな機構によって春にそろって鏑化することが、冬になる前に、越冬可能な大きな幼虫になることを保証
していることを示した。本研究は、概年リズムの生理学的性質をこれまででもっとも詳細に検討したもの
であり、概年リズムによって実際の生活史が調節されていることを初めて実証的に示したものである。
以上のように、本論文は生物時計の生理機構と生態的意義の解明に著しく寄うするものである。よって
本論文は、博士(理学〉の学位を授与するに値するものと審査した。
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